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１．はじめに
　2011年にスポーツ基本法が制定された。そ
れに先立つ2010年のスポーツ立国戦略では，
成人の週１回以上のスポーツ実施率を３人に
２人，週３回以上のスポーツ実施率を３人に
１人という目標が示された１）。日本のスポー
ツは，歴史的にこれまで学校と企業が中心と
なって発展普及してきたが，2000年のサッ
カーのJリーグ発足と併せて，地域に根ざし
住民主体のスポーツ振興に転換を図ろうとし
ている。併せて，生涯スポーツの拠点として
総合型地域スポーツクラブの普及を目指して
きた。当時そのモデルとしてヨーロッパ，特
にドイツのスポーツクラブがモデルとされ
た。
　筆者は2009年７月29日から８月19日までド
イツのハイデルベルクに滞在した。夏のドイ
ツは日没が遅く，21時を回ってもまだ明る
い。人々は戸外での食事や散策，スポーツな
どを楽しんでいた。特にこの街を東西に横切
るネッカー川河川敷の公園は憩いの場となっ
ており，スポーツや身体活動が生活の一部と
して自然に溶け込んでいる様子を見ることが
できた。余暇を楽しむ姿はうらやましくもあ
り，豊かさとは何か考えさせられた。笹川ス
ポーツ財団が文部科学省委託調査として行っ
た「スポーツ政策調査研究報告書２）」には「ド
イツでは，個人や家族，仲間と気軽にスポー
ツや健康づくり活動を実践する環境が整って
います。たとえば散歩，サイクリング，カヌー，
ツーリングなどで，人々の楽しむ姿を数多く
見ることができます。」と紹介されている。
　日本において「スポーツ」は，青少年は競
技，中高年齢者は健康を目的としたフィット
ネスの手段と分断されていて，気楽にスポー
ツ自体を楽しむというスポーツ文化の享受に
はまだ遠いように感じられる。また，フィッ
トネスや個人で行うウォーキングの隆盛の裏
には，少子高齢化による社会保障への不安か
ら健康が自己責任とされる義務感も滞う。
　本稿ではハイデルベルクで見聞した日常の
スポーツを振り返りながら，日本のスポーツ
政策を踏まえ，特に北海道における地域スポー
ツについて考えてみようと思う。
２．ハイデルベルクのスポーツ
　ハイデルベルクは1389年にドイツ最古の大
学が設立され学生街として親しまれてきた。
ドイツ連邦共和国全16州の中では南に位置す
るバーデン・ヴュルデンベルク州にあり，人
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口は約14万3000人，面積は108.83㎢である３）。
フランクフルトから南に列車か車で１時間程
度の距離にある。日本人旅行者に人気があり，
ドイツ観光には必ずといってよいほど組み込
まれている。ほとんどの観光客はカール・テ
オドール橋から古城を見上げ，旧市街にある
かつての学生牢を見ると足早に次の街へ向か
う。哲学の道も有名だが観光客はほとんど行
かない。実際に歩いてみると勾配のきついと
ころがあり息が上がるほどである。旧市街だ
け歩いているとこじんまりした街のようだ
が，川の北には現在の大学や総合病院，動物
園を有し，郊外には住宅地や駐独アメリカ軍
の司令部や病院，国防軍の基地もある。
（1）ドイツの伝統的スポーツクラブ〜フェ
ライン
　ドイツではスポーツフェライン（Sportverein）
と呼ばれる伝統的スポーツクラブが約９万1,148
あり，国民のおよそ28.9％が登録している２）。
　ハイデルベルクにも100を超えるスポーツ
クラブがある。会員数が多いスポーツクラブ
の一つにstädt. Spotanlage TSG Rohrbach ５）
がある（写真１）。ドイツでは歴史的に19世
紀初めに発達した「トゥルネン」という健康
増進と民族団結を目的とした体操が，クラブ
と密接に関わってきた。このスポーツクラブ
も1889年に体操クラブ（トゥルネン）として
設立され，体操プログラムが充実している。
　場所は中央駅から南へバスで20分ほどの距
離で，団地のような集合住宅がならぶ郊外の
住宅地にある。ドイツのクラブは日曜や夏休
みは休みのことが多く，訪問した８月初旬は
ひっそりとしていた。一般に指導はクラブ会
員が担い，多くのボランティアがかかわって
いることも，長期休業の理由の一つと考えら
れる。
　敷地面積は日本の運動公園のようにかなり
広く，道路に面した体育館の裏に屋外施設が
広がっている。陸上競技場（写真２），サッ
カー練習場兼多目的グランド２面（写真３），
テニスコート，３on ３バスケットボールコー
トらしきものなどがみられた。地図には野
球・ソフトボール場，ホッケー，ビーチバレー
ボールのフィールドなども記されていた５）。
陸上競技場のそばに用具庫やトイレが長屋の
ように連なる平屋の建物がある。体育館はじ
め施設は使い込まれていてやや古く飾り気が
無い。陸上競技トラックの片側には階段を兼
ねた石段状の観客席があり，対面する側の壁
には企業広告が書かれている他はいかにも普
段着で訪れる部活動の練習場といった感じで
ある。敷地内にスポーツ・キンダーガーデン
と書かれた比較的新しい建物があったが，こ
ちらも休みであった（写真４）。体育館の横
にレストランの小さな入り口があった。入っ
てみると６人から８人がけのテーブルが20
ほどあり，100人以上優に入れる広さであっ
た。こうした店の多くはテナントでクラブ経
営に貢献しているという。この周辺には他に
写真１　TSG Rohrbachクラブハウス外観
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もプールやスポーツホールといった大きな施
設，各種コートが住宅や学校をはさんで点在
していた。
　プログラムは多種目にわたる。体操は展開
クラスも多く，２歳から高齢者向けまで年齢
や性別で分けた10種類17クラスが設定されて
いた。他に，陸上競技，卓球，野球，ソフト
ボール，サッカー，フェンシング，自転車，
ダンス，アウトドア，ホッケー，バレーボール，
ビーチバレー，リハビリテーション・スポー
ツ，誰でも参加できるウォーキングなど，多
世代，多種目に富んだスケジュールが組まれ
ている。入り口前の掲示板には活躍する選手
の新聞記事や，９月に開催される親子イベン
ト案内などが貼られていて，気軽なものから
競技までレベルも様々である様子が見られた
（写真５）。会費は１ヶ月大人10ユーロ，子ど
も８ユーロというから，日本円で約1,000円
から1,500円といったところである。
　もう少し中心部に近いMessplatzというと
ころにラグビー場，サッカー場，スポーツホー
ル等立派なスポーツ施設が集合しているエリ
アがあり，こちらは公式の競技場らしく整備
されていた。
（2）学校教育とスポーツクラブ
　「スポーツ政策調査研究２）」によると，半
日制が主流であったドイツでも学力低下問題
を受けて，2000年以降は午後に「自由参加型」
の教育プログラムを展開する学校が増えてい
写真２　陸上競技場 写真４　スポーツ・キンダーガーデン
写真３　多目的グランド 写真５　クラブ入口の掲示板
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る。様々な学外組織と連携・協力する中でも
スポーツは最も頻繁に提供されているプログ
ラムの一つである。フェラインでは指導者派
遣をはじめとする積極的な協力がみられる２）。
　一般教育とは別に，現在ドイツには39のス
ポーツエリート学校が存在する２）。
　ハイデルベルクではヘルムホルツ・ギ
ム ナ ジ ウ ムHelmholtz-Gymnasium， ヨ ハ
ネス・ケプラー実科学校Johannes-kepler-
Realshule，ヴィリー・ヘルパッハ・シューレ
Willy-Hellpach-schuleからなる学校群が2003
年に「スポーツエリート学校」に認定されて
いる。バーデン・ヴュルテンベルク州全体で
他に３校ある４）。
　「スポーツエリート学校」とは，ドイツオ
リンピック連盟が主に10歳から15歳を対象と
するスポーツタレントに，学校教育と寄宿舎
での居住を保障しつつ，強化種目に関する高
度なトレーニングを実施していると認定した
育成施設である２）。
　藤井６）によるとこうした学校の中には学
校を基盤としながら地域のスポーツクラブと
連携した形態としてスポーツ強化学校（Sport- 
betonte Schule）をあげ，日本の原状と合致
する部分があるように思われると述べてい
る。スポーツ・エリート校は旧東ドイツ地域
に多い。
（3）商業的フィットネスクラブ
　ドイツでも1980年代頃から都市部を中心に
商業的スポーツクラブやフィットネスクラブ
が普及する傾向がみられる。
　ネッカー川に近い邸宅が並ぶ地区の奥まっ
たところに，ラ・ヴィラ・スポルティーバ
La villa sportivaという小さなフィットネス
クラブを見つけた。蔦の絡まる民家風の二階
建てで小さな看板がなければわからない。内
部も個人宅のようなしつらえだが意外に広
く，マシーンジムやスタジオ・フロア，サ
ウナなど数部屋がある。プログラムは日本の
フィットネスクラブに近く，ピラティスやヨ
ガ，脂肪燃焼系のステップ・エクササイズや
マシーンを使ったレジスタンス・トレーニン
グ，パーソナル・トレーニングなどである。
見学した平日の午前中にはインストラクター
を兼ねた職員が３人いたが，活動している会
員はいなかった。アロマオイルが香り，おしゃ
れで落ち着いた高級そうな雰囲気であった。
　市中心部のビルやホテル内にも商業的
フィットネスクラブが入っており，街中の看
板（写真６）や市電の車体などに広告を展開
していた。新しいフィットネス・プログラム
や高級感あるクラブのステイタスなど，ライ
写真６　商業的フィットネスクラブの広告
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フスタイルを反映し，利用者の求めるもの
も多様化している。また，Klaus Heinemann
らによる1992年の調査11）では，西ドイツの
スポーツクラブで最もよく提供されている種
目は，体操，身体運動，ダンスで，競技や目
標達成を重視する伝統的なチームスポーツは
重要性を失いつつあり，以前であれば「ス
ポーツ」とは呼ばなかったような新しいタイ
プの運動が，最も高い率で伸びているとされ
る12）。
（4）屋外でのスポーツ〜ネッカー川河川敷
での日常のスポーツ・身体活動の事例
　ハイデルベルクは2007年に『自然保護に関
するドイツ首都』に認定されている３）。街の
近くにある豊かな自然を活かしたスポーツも
人気がある。
　旧市街に近いネッカー川河川敷の北側には
50〜80ｍくらいの幅で約１㎞にわたって芝
生に覆われた公園が続いている。固定の施設
としては児童公園と乳幼児向けの公園があ
り，その横の道路わきにカフェとトイレが併
設されている。児童公園には滑り台やブラン
コの他に，子どもが水流を変えたりして水遊
びのできる場所があり，夏には朝から午後８
時ごろまで子どもと保護者でにぎわっている
（写真７）。隣に30ｍ四方の砂場がある。昼間
は子どもが遊んでいて，18時過ぎにはビーチ
バレーボールのネットを張って，若者や親子
が水着姿でゲームを行っている。天気が良い
と平日は夕方から，日曜は終日日光浴をして
いる人が多い。冬季の日照時間が短いせいと
思われるが，日差しがかなり厳しいにもかか
わらず肌を露出し，読書をしたり昼寝をした
りしながら長時間日にあたっていた。
　滞在中の８月の日曜には，トライアスロン
の大会が開かれていた（写真８・９）。数百
台の自転車が並んだ横のアーチに長距離を走
り終えた人が次々ゴールしていた。少ないが
女性も参加していた。コースの両側では観客
写真７　児童公園
写真８　トライアスロン大会①
写真９　トライアスロン大会②
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が声援を送り，ゴール付近には臨時のカフェ
が設けられビールや軽食をとりながら応援し
ている人もいてのどかな雰囲気だった。
　ハイデルベルクはボートとボクシングの
オリンピック強化種目拠点となっている４）。
ネッカー川は豊かな水量があり波も穏やそう
で，ヨットやカヌー，ボートを漕いでいる人
を良く見かけた（写真10，11，12）。ボート
は学生らしい若者から中年期のグループまで
練習していた。水は暗緑色に濁っていたが，
川で泳いでいる人も見た。なぜか高齢の方ば
かりであった。水から上がると，川岸にある
シャワーを浴びていた。このシャワーは芝生
に鉄パイプが１本立っているかのようで，囲
いも無くかなり唐突な感じであった。水泳用
かビーチバレーの砂を落とすためのものか良
くわからないが，便利そうではあった。
　指導者を含む50歳代くらいの女性たちが
４，５人でノルディック・ウォーキングをし
ているのも見かけた。ハイデルベルクに近
いBad wimpfen駅の前にもノルディック・
ウォーキングのポールを使った準備運動の写
真付きで，ウォーキングコースの看板が掲げ
られていた（写真13）。ドイツでは大衆スポー
ツに関する政策として「第２の道」（1959），
「ゴールデンプラン」（1960），「トリム運動」
（1970）が展開された。現在ではトリム運動
という言葉は使われないそうだが，理念は継
承されている２）。
写真10　ネッカー川でのスポーツ①
写真13　ウォーキングコースの看板写真11　ネッカー川でのスポーツ②
写真12　ネッカー川でのスポーツ③
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（5）屋外プール
　中央駅に近いネッカー川沿いに屋外プール
があった。１日券大人5.5ユーロ，子ども２
ユーロで，高齢者の料金設定もあった。入り
口から更衣室，プールまでバリアフリーで，
いすに座った状態で入水できる装置が設置さ
れていた（写真14）。プールは３つあり，コー
スで泳ぐ人用，水深が30㎝くらいから徐々に
深くなり滑り台のある自由遊び用，水深が20
㎝くらいで水鉄砲などの遊具がある乳幼児用
に分かれている。プールの周りは芝生の広場
になっており，敷物の上で日光浴する人やハ
イキングのように持参した食べ物を広げてい
る家族もいる。カフェもありランチや飲み物
を取ることができる。プールに入ったり休ん
だり，長時間くつろいで過ごせるようになっ
ている。身体に障害のある人やかなりの高齢
者も普通に利用しており印象的であった。
３．日本におけるスポーツ政策
（1）スポーツ政策
　・1961年に東京オリンピックを期にスポー
ツ振興法を制定。
　・2000年にスポーツ振興基本計画を策定
し，10年をめどに具体的数値目標をかか
げた。
　・それを引き継ぎ，目標の10年後である
2010年に，スポーツ立国戦略を策定した。
　・2011年８月に50年ぶりにスポーツ振興法
を全面改定し，スポーツ基本法が施行さ
れた。
　スポーツ振興基本計画７）では生涯スポー
ツ社会の実現に向けた，地域におけるスポー
ツ環境の整備充実方策として，政策目標を次
のように掲げた。
（1）国民の誰もが，それぞれの体力や年齢，
技術，興味・目的に応じて，いつでも，どこ
でも，いつまでもスポーツに親しむことので
きる生涯スポーツ社会を実現する。
（2）その目標として，できるかぎり早期に，
成人の週1回以上のスポーツ実施率が２人に
１人（50％）となることを目指す。
　21世紀の早期に実現するため，国民が日常
的にスポーツを行う場として期待される総合
型地域スポーツクラブの全国展開を最重点施
策として計画的に推進するとしている。
　スポーツ基本法では基本理念として８項目
を挙げており，その一つである地域スポーツ
の推進では，次のように記載されている。
　「地域において，主体的に協働することに
より　スポーツを身近に親しむことができる
ようにするとともに，スポーツを通じて，地
域のすべての世代の人々の交流を促進し，交
写真14　プールへの入水装置
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流の基盤を形成」。
　内閣府が実施した「体力・スポーツ関する
世論調査」に基づく算出によると，週１回以
上のスポーツ実施率は，平成21（2009）年の
調査では45.3％であった８）。（図１）
　一方ドイツのスポーツ参加動向は，2009年
にＥＵが15歳以上を対象に行った調査による
と，1550人のドイツ人のうち９％が週に５回
以上定期的にスポーツを行っていると回答し
てた。また，15％が週に３回から４回，25％
が週に１回から２回スポーツを実施してい
る。まったく実施していないと回答したもの
は31％であった９）。
　日本と比べ参加者が多いだけでなく，運動
の効果があるアクティブスポーツ人口が多い
ことがわかる。
　日本でも2010年にスポーツ立国戦略で，ア
クティブスポーツ人口についても目標値を表
した。
（2）総合型地域スポーツクラブ
　総合型地域スポーツクラブは生涯スポーツ
の拠点として位置づけられている。
　総合型地域スポーツクラブの特徴は次のと
おりである７）。
ア　複数の種目が用意されている。
イ　子どもから高齢者まで，初心者からトッ
プレベルの競技者まで，地域の誰もが年齢，
興味・関心，技術・技能レベル等に応じて，
いつまでも活動できる。
ウ　活動の拠点となるスポーツ施設及びクラ
ブハウスがあり，定期的・継続的なスポー
ツ活動を行うことができる。
エ　質の高い指導者の下，個々のスポーツ
ニーズに応じたスポーツ指導が行われる。
オ　以上について，地域住民が主体的に運営
する。
　2005年に，「スポーツ振興基本計画」５年
間の進行状況を踏まえ見直しが図られた７）。
総合型地域スポーツクラブの育成を取り巻く
問題として　次の４つが上げられた（下線筆
者加筆）。
①日本のスポーツは，歴史的にこれまで学校
教育と企業が中心となって発展普及してき
図１　成人の週1回以上スポーツ実施率の推移8）
内閣府「体力・スポーツに関する世論調査」に基づく文部科学省推計から作成
85
た。そのため学校を卒業するとスポーツに親
しむ機会が減少する傾向にある。また。地域
に活動の基盤となる環境が十分整備されてい
ない。それとともに，地域住民には，自らの
スポーツ活動のための環境を地域で主体的に
作り出すという意識が根付いていない。
②スポーツサービスが無償で行政から提供さ
れてきたため，会費収入によってクラブが安
定財源を得ることが難しい。
③経営能力のあるクラブマネージャーの確保
が難しく，育成も十分でない。
④単にスポーツ活動だけでなく地域住民の交
流の場となるようにクラブハウスが必要であ
るが，学校や公共施設にはクラブハウスがな
い場合が多い。
　日本ではヨーロッパのスポーツクラブをモ
デルに総合型地域スポーツクラブを核とし
た生涯スポーツ社会の実現を目指してきた。
2004年には市区町村の33％にあたる783市区
町村において2,155の総合型地域スポーツク
ラブが育成されている。2011年には全国の市
町村の75％にクラブが設立された10）。クラブ
数，スポーツ参加者数は増加したが，住民主
体という理念はまだ根付いていておらず，財
政面が厳しいクラブが少なくない。
（3）ドイツのスポーツの現状
　日本における地域スポーツ政策では，初め
に総合型地域スポーツクラブのモデルとして
ヨーロッパ，特にドイツのスポーツクラブが
取り上げられた。
　ドイツの伝統的スポーツクラブであるス
ポーツフェライン（Sportverein）は国内に
９万1,148のクラブがあり，国民の約３分の
１にあたる28.9％が加入している。年代別で
は７歳から14歳が所属する割合が最も多く
なっている２）。
　日本がモデルとした，100人以上の規模で，
多種目，多世代型のほかに，単一種目の小規
模のクラブも多く存在する（図２）。
　川西11）によると，会員1000人以上の大規
模クラブは，全会員の３分の１が所属してお
り，注目を集めやすいが，大多数のクラブは
会員300人以下の小規模なクラブである。ま
た，６種目以上のクラブは９％で，１種目だ
けを提供してるクラブが65％で，一番多く
なっている。ドイツでは大規模クラブから小
規模クラブへと変化しており，特に大都市で
この傾向が強いといわれる。この要因として
川西は，スポーツに関する関心の多様化，ラ
イフスタイルの個人主義化，小規模で同質性
の高いグループやコミュニティへの憧憬を挙
げている。
　もう一つの特徴として，会員には非アク
ティブ，つまり運動しない人も含まれること
が指摘されている。ボランティアやスポーツ
に関係したイベント，社交的集まりもクラブ
図２　西ドイツのスポーツクラブの規模
Klaus Heinemann/Manfred Schubert ，川西
正志訳，「ドイツのスポーツクラブ」，川西正志・
野川春夫監訳，ヨーロッパ諸国のスポーツク
ラブ～異文化比較のためのスポーツ社会学～，
p111，2010より転載
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の活動の魅力となっている。
（4）余暇時間について
　ドイツの平均労働時間は週36.7時間で，平
日の平均自由時間は３から４時間，土日およ
び祝祭日の自由時間は10時間となっている。
日曜祝日は多くの商店が休業する２）。
　日本ではワークシェアリングやタイムバ
ジェットが浸透せず，長時間労働を余儀なく
されている。利便性を求めてかえって自由な
時間を失っているようにも思える。生涯を通
して就労期間に余暇をもてず，退職後に時間
をもてあます。ワークライフバランスの重要
性が指摘されても雇用が不安定の状況で実現
することは難しい。消費に頼らない余暇時間
の活用が生活の豊かさにつながり，そのため
には不便も受け入れ，ボランティアでの時間
の提供も必要になる。
４．北海道における地域スポーツの在
り方
　ドイツのスポーツクラブも変化しているよ
うに，日本においても既存のスポーツ実施の
形態を生かし，個々の活動を連携させる取り
組みとキーとなる人材育成が重要である。
（1）学校と地域の連携
　実施形態の例として学校での部活動と地域
の連携があげられる。中学校の部活動は卒業
と同時に活動が断ち切れてしまう点を除き，
ドイツのスポーツクラブにおける活動内容に
通じるところがある。高額な費用がかからず
誰もが入部できることや，興味に合わせて種
目を選択し，集った仲間と学年を超えてチー
ムをつくること，週当たりの活動頻度が高い
ことなどがあげられる。総合型地域スポーツ
クラブは小・中学校の施設を利用していると
ころが多い。北海道では過疎化や児童・生徒
数の減少も大きな問題となっている。地域住
民や有資格者が指導者になり，年代やレベル
別に時間を分けて，年齢や技術のレベルが変
化しても緩やかに移行しながら活動を持続で
きる仕組みにより，世代間交流と施設の活用
にもつながる。
（2）イベント開催
　日本でもドイツでも近年活動者数が増加し
ている散歩やウォーキング，軽い体操といっ
た個人でできる種目に関しては，イベントを
開催し交流の機会を作ることで，参加や継続
の意欲を高め，楽しさも広がるであろう。ス
ポーツクラブにイベントや組織作りといった
運営スタッフとして関わることも，地域住民
の主体的な意識を形成することにつながる。
　旭川市で1981年に歩くスキーの愛好家が，
スウェーデンの伝統ある大会を模して始めた
クロスカントリースキーの大会は回を重ねる
たびに認知度が上がり，第４回大会（1984年）
には参加者が１万人を超える大会となった。
スウェーデンのモーラ市，アメリカのモーラ
市，中国長春市との国際交流も始まり，2002
年からは「バーサーロペット・ジャパン13）」
という名称で定着し，広がりを見せている。
　北海道は日本でも特有の積雪寒冷地であ
り，豊かな自然を生かしたスポーツ・ツーリ
ズムやスポーツイベントによる地域の活性化
が大きく期待できる。住民が日常的に身近な
自然を楽しむ活動ができるようウォーキング
コース等を整備したり，住民がガイドとなっ
て散策や雪遊びといったプログラムを提供
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し，旅行者と交流することも重要である。
（3）指導者及びマネージャー養成
　北海道ではパークゴルフやミニバレーなど
のニュ ・ースポーツを考案・普及したり，カー
リングなど地域アイデンティティとして１つ
のスポーツ活動に力を入れる自治体も少なく
ない。幅広い年齢で交流できるルールや方法
を工夫し，多世代で交流する機会ともなって
いる。
　スポーツ推進委員は技術の指導にとどまら
ず，地域住民に働きかけコーディネートする
役割も期待される。経理や運営面を担う人材
育成と有償化も進んでいない。
　スポーツ推進委員や地域住民自ら指導や運
営に自信を持って臨めるように，研修の機会
や資格制度を整備し，質の向上を図るととも
に，活動の認知度を上げていく必要がある。
４．ま と め
　総合型地域スポーツクラブを核とした健康
や健全な社会の実現を目指しているが，自発
的な楽しさを欠いてスポーツ文化を矮小化す
ることは避けなくてはならない。
　生涯スポーツ社会の実現とは単にスポーツ
で身体を動かすことではない。職場と家との
間にもうひとつの居場所として公の空間を持
つことで，人との絆が生まれ，人間らしさを
取り戻すことができる。生涯スポーツには，
お互いに自立し，公共の一員という市民意識
を持つことが必須である。責任を自覚し時に
不便も受け入れ，スポーツの豊かさを共有す
ることではないだろうか。
　加えて，豊かさやスポーツに対する意識を
変えるには時間が必要である。生涯スポーツ
の理念に共感しつつも，日本人の気質と生活
にあった，地域ごとのスポーツクラブの在り
方を探っていきたい。
　この研究は2009年度北翔大学北方圏生涯ス
ポーツ研究の補助を受けている。
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